
 今年の夏は異常に暑く、ニュースで「災害級の暑さ」という言葉を頻繁に耳に

しました。今年７月の日本の平均気温は、これまで最も暑かった昨年７月を２．

１６℃上回ったそうです（気象庁調べ）。また、８月５日には、群馬県伊勢崎市

でこれまでの国内最高気温を更新する４１．８℃を記録したことは記憶に新しい

ところです。これらの命に関わる深刻な健康被害をもたらす異常な高温状態に加

え、大雨による甚大な被害や、カムチャッカ半島での大地震による津波警報の発

令等、自然災害の怖さを痛切に感じる夏でした。 

 このような状況ではありましたが、夏休みが終わり、久しぶりに登校してきた

子どもたちの表情には、充実した時間を過ごすことができた達成感を感じました。

学校の主役である子どもたちが戻ってきて、私たち教職員も元気をもらい、前期

後半のスタートを迎えることができました。 

 とは言え、４４日間、学校から離れていた子どもたちにとって、授業中心の

学校生活や他者との関わりの中で様々なストレスがかかり、不安に感じたり嫌

な気持ちになったりすることもあると思います。そのような中でも、日々、一

歩一歩前に進もうと頑張っている子どもたちを、私たち大人が全力で支えてい

くことが必要です。そこでお願いです。ご家庭には、子どもたちが安心して帰

ってこられる「母港」としての役割をお願いします。「学校」という海に出航

し、疲れて帰った子どもたちを、包み込む愛情で迎えてあげてください。いつ

でも安心して帰ってこられる「母港」があるからこそ、子どもたちは「学校」

という海に出航し、頑張ることができるのだと思います。一歩一歩新しい社会

へ踏み出そうとしている子どもたちをみんなで支えていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

いきいき細谷っ子  第６号 

令和７年９月１日   下野市立細谷小学校長 松川 博美 

 

ＰＴＡ親子奉仕作業、ありがとうございました 
今年度２回目のＰＴＡ親子奉仕作業を８月３０日（土）に実施しました。夏休み最後の休日、しかも酷

暑ともいえる暑さの中、多くの児童、保護者の皆様にご参加いただきました。夏休み中、想像以上の速さ

で成長した草や樹木をきれいにしていただきました。９月からの学校再開を気持ちよく迎えることができ

ました。ありがとうございました。 

夏休み前は、猛暑のため、業間の除草活動や清掃等での作業ができない状況が続きました。そのような

中、保護者の方や地域にお住まいの方のご支援、ご協力をいただいてきました。こちらにつきましても、

あらためて感謝申し上げます。 

 さて、学校支援ボランティア活動につきましては、先日、通知「環境整備ボランティアについて」を校

区内各自治会にお願いし、回覧していただきました。今後も、保護者の皆様や地域の方々にお願いしてい

くことが多々あるかと思いますが、ご協力いただけますと幸いです。よろしくお願いいたします。 

地域の方に育てていただいた、校長

室前の琉球朝顔が、今年も夏休み中

にきれいな花を咲かせました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

全 校 学 年 その他 

○コミュニケーションデー 

○全校集会 

○共遊 

○新聞の日 

○読み聞かせ 

○ぐんぐんウィーク 

○委員会活動 

○クラブ活動 

○ＳＣ来校 

○安全点検 

 

○学校保健委員会（５・６年） 

○５・６年金融経済授業 

○３年校外学習 

（スーパーマーケット見学） 

○５年校外学習 

（日産工場見学） 

○第３回学校運営協議会 

○Ｓ＆Ｕ授業研究会（２年） 

 

行事予定 

お知らせ・お願い 
・ぐんぐんウィーク（９／１～）を実施します。 

  この１週間は、メディアの時間を減らし、学習、読書、家族団らんの時間を増やしていただけるとあり

がたいです。がんばりカードへのご記入もお願いします。 

・下野市陸上記録会に向けた放課後練習が始まります。 

   詳細は学年だより等でお知らせします。準備、送迎等でお世話になります。 

 

 

 

夏休み、お子さんたちは夏ドリルや国語・図工の作品づくり等に一生懸命取り組んでいたこと 

と思います（もしかするとご家族も…）。提出物についてはしっかりと目を通し、子どもたちの 

頑張りを大いに称賛したいと思います。  

ところで、夏休み、先生も頑張っていました。それぞれが担当する役割（校内では校務分掌と 

言います）に関わる研修会等への参加や校内での各種研修の実施により、教職員としての指導力 

や専門性の向上等を図ることに努めてきました。写真は夏休みに実施した校内研修の一部です。 

国語の授業づくりをもとによりよい指導方法等を話し合いました。また、ＩＣＴ機器のさらなる 

活用を目指し、授業での使い方を研修しました。 

夏休み中の研修 

について 

 

 

本校は小規模特認校制度を活用

し、下野市内在住の方は校区外から

の通学も可能です。今年度も、全校

生の４割の方が同制度を利用されて

います。「豊かな体験活動」「少人

数による指導」等に魅力を感じ、本

校を選んだという声も聞こえてきま

す。学校ホームページでは、細谷小

学校の紹介をしています。この度、

保護者の方からの本校紹介コーナー

を設置しました。本 

校の特色を紹介して 

いただいています。 

二次元コードからぜ 

ひご覧ください。 

小規模特認校制度 
 

 

８月１日（金）に、石橋中学校区小中一貫教育研修が 

行われました。石中区では「地域とつながり社会に貢献 

できる」を目指す子ども像として様々な取組を行ってい 

ます。 

また、２７日（水）には、石中区各校の代表児童・生 

徒が集まった子ども未来プロジェクト交流会が実施され 

ました。そこでは、交流活動の推進について小中学生が 

活発に意見交換を行いました。細谷小からは６年生３名 

が代表で参加し、とてもよい経験をしてきました。 

 小中一貫教育は、義務教育９年間を見通し、計画的、 

継続的に子どもたちを育てていく取組です。小中一貫教 

育の取組については、今後も学校だよりでお知らせして 

いきます。 

小中一貫教育 


